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別記様式第２号（第12第２項(２)関係） 

ＰＰＰ・ＰＦＩ簡易定量評価表 

平成２９年７月１７日作成 

○事業手法の比較検討の前提条件   【事業期間２５年 落札率９２．６％】 

担当部局課室名 教育庁教育企画室 

事業の名称 南部地区職業教育拠点校整備事業（建替） 

事業の目的 

南部地区職業教育拠点校は，南部地区の大河原町に所在す

る柴田農林高校と大河原商業高校の２つの専門高校を統合

し，新たな職業教育拠点校として再編整備するものである。 

予 定 地 柴田郡大河原町字上川原７の２ 

 従来型手法の費用等 
ＰＰＰ・ＰＦＩ手法の費用等 

（ＢＴＯ方式） 

前

提

条

件

等 

事業期間 
設計・建設 平成３０年度～平成３７年度 平成３０年度～平成３７年度 

維持管理 平成３５年度～平成５４年度 平成３５年度～平成５４年度 

施設面積

（㎡） 

校舎棟 ９，１８７．３１㎡ ９，１８７．３１㎡ 

実習棟 １，６４４．４４㎡ １，６４４．４４㎡ 

   

計 １０，８３１．７５㎡ １０，８３１．７５㎡ 

整備等（運営等を除く。）費用 ６，４７０百万円 ６，４８８百万円 

＜算出根拠＞ ・平成２９年度営繕予算単価 
・従来方式から１０％削減した額

に整備に係る諸経費を加えたもの 

運営等費用 １，４８６百万円 １，５３７百万円 

＜算出根拠＞ 
・柴田農林高校の実績に学校規模

を考慮して算出 

・従来方式から１０％削減した額

にＳＰＣの運営に係る諸経費を加

えたもの 

利用料金収入 － － 

＜算出根拠＞ － － 

資金調達費用 ８６５百万円 １，３７５百万円 

＜資金調達 

算出根拠＞ 

自己資金 

（一般財源） 
８４９百万円 ８７百万円 

起債 ５，６０５百万円  

 
利率， 

償還方法等 

金利      １．３％ 

償還期間     ２０年 

支払方法等 元利均等償還 

 

補助金 － － 

市中銀行借入  ６，５７０百万円 

 
利率， 

償還方法等 
 

金利      １．８％ 

償還期間     ２０年 

支払方法等 元利均等償還 

調査等費用 ３２８百万円 ３８７百万円 

＜算出根拠＞ 間接コスト（人件費）を計上した 

間接コスト（SPC設立費用・アドバ

イザリー費用等・モニタリング費

用等）を計上した 

税金 － ５８百万円 

＜算出根拠＞ 従来手法の場合は想定せず 
平成２７年度の各税率 
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税引後損益 － １７１百万円 

＜算出根拠＞ 従来手法の場合は想定せず 
EIRRが5%以上確保されることを想

定 

合計 ９，１４９百万円 １０，０１６百万円 

合計（現在価値） ６，９６８百万円 ７，４８８百万円 

財政支出削減額（削減率）  
▲ ５２０百万円 

（▲ ７．５％） 

割引率 ２．１％       ２．１％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3 

 

単位：百万円 

 

 

○従来方式                             （単位：千円，年） 

 
 

○ＰＦＩ方式                            （単位：千円，年） 
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●県の財政負担額 

●県の『財政純支出（支出－収入）』に係る年次予測グラフ 

運営・維持管理・起債償還 建設費用 
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（参考資料） 

別記様式第２号（第12第２項(２)関係） 

ＰＰＰ・ＰＦＩ簡易定量評価表 

平成２９年７月１７日作成 

○事業手法の比較検討の前提条件   【事業期間２５年 落札率１００％】 

担当部局課室名 教育庁教育企画室 

事業の名称 南部地区職業教育拠点校整備事業（建替） 

事業の目的 

南部地区職業教育拠点校は，南部地区の大河原町に所在す

る柴田農林高校と大河原商業高校の２つの専門高校を統合

し，新たな職業教育拠点校として再編整備するものである。 

予 定 地 柴田郡大河原町字上川原７の２ 

 従来型手法の費用等 
ＰＰＰ・ＰＦＩ手法の費用等 

（ＢＴＯ方式） 

前

提

条

件

等 

事業期間 
設計・建設 平成３０年度～平成３７年度 平成３０年度～平成３７年度 

維持管理 平成３５年度～平成５４年度 平成３５年度～平成５４年度 

施設面積

（㎡） 

校舎棟 ９，１８７．３１㎡ ９，１８７．３１㎡ 

実習棟 １，６４４．４４㎡ １，６４４．４４㎡ 

   

計 １０，８３１．７５㎡ １０，８３１．７５㎡ 

整備等（運営等を除く。）費用 ６，９８７百万円 ６，４８８百万円 

＜算出根拠＞ ・平成２９年度営繕予算単価 
・従来方式から１０％削減した額

に整備に係る諸経費を加えたもの 

運営等費用 １，４８６百万円 １，５３７百万円 

＜算出根拠＞ 
・柴田農林高校の実績に学校規模

を考慮して算出 

・従来方式から１０％削減した額

にＳＰＣの運営に係る諸経費を加

えたもの 

利用料金収入 － － 

＜算出根拠＞ － － 

資金調達費用 ９３５百万円 １，３７５百万円 

＜資金調達 

算出根拠＞ 

自己資金 

（一般財源） 
９３４百万円 ８７百万円 

起債 ６，０５３百万円  

 
利率， 

償還方法等 

金利      １．３％ 

償還期間     ２０年 

支払方法等 元利均等償還 

 

補助金 － － 

市中銀行借入  ６，５７０百万円 

 
利率， 

償還方法等 
 

金利      １．８％ 

償還期間     ２０年 

支払方法等 元利均等償還 

調査等費用 ３２８百万円 ３８７百万円 

＜算出根拠＞ 間接コスト（人件費）を計上した 

間接コスト（SPC設立費用・アドバイ

ザリー費用等・モニタリング費用

等）を計上した－ 

税金 － ５８百万円 

＜算出根拠＞ 従来型手法の場合は想定せず 
平成２７年度の各税率 
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税引後損益 － １７１百万円 

＜算出根拠＞ 従来型手法の場合は想定せず 
EIRRが5%以上確保されることを想

定 

合計 ９，７３６百万円 １０，０１６百万円 

合計（現在価値） ７，４１６百万円 ７，４８８百万円 

財政支出削減額（削減率）  

▲ ７２百万円 

（▲ １．

０％） 

割引率 ２．１％       ２．１％ 
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単位：百万円 

 

 

○従来方式                             （単位：千円，年） 

 
 

○ＰＦＩ方式                            （単位：千円，年） 

 

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 12,000

現在価値

実額

従来方式 PFI方式

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

400,000

450,000

500,000

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

400,000

450,000

500,000

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

●県の財政負担額 

●県の『財政純支出（支出－収入）』に係る年次予測グラフ 

運営・維持管理・起債償還 建設費用 

サービス料支払 
アドバイザリー・ 

モニタリング費用 


